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第１回 雇用対策官民協働委員会議事概要  

日 時 平成 24 年８月２日（木） 14：00～15：40 

会 場 佐渡市役所 3 階大会議室 

出席者 

民間：廣瀬委員長、北副委員長、遠藤委員、根岸委員、伊藤委員、

清水委員、中澤委員、山口委員、塚本委員  

佐渡市：大橋委員、市橋委員、高岡委員、観光商工課伊藤課長、石

塚委員、木下委員 

議 題 

①委員会の概要について 

②第二創業セミナーの内容について 

③今後のスケジュールについて 

議事概要 

委員会の概要について…別紙３ 

○島内の水産業・建設業の実態について協議を行った。 

・佐渡は、魚種は豊富であるが量が獲れない。 

・佐渡島内の人に地魚を食べる取組（地魚を揃えた店、地魚を使ったレストラ

ン構想）が必要。 

・第二創業についての紹介。 

・水産事業者の現状についての紹介。（一夜干しの製造量が減っている。） 

・佐渡産イカの問題点（年間を通して取れないことにより、冷凍品や他地域製

品を使用してしまう。販路の問題や価格競争もあり、他地域の商品には負け

てしまう） 

・地域資源を生かした第二創業が必要。 

・冷凍装置（キャス）は値段が高い。 

・委員会の設置目的について、市の政策による委員会設置であることの記載が

必要）。 

・他の委員会との意見交換の場が必要である。 

 

第二創業セミナーの内容について…別紙４ 

・日程及び演題について特に異議なし。 

・第二創業のきっかけを作るセミナー計画。 

・基本的に第二創業とは企業単体の売上や革新を図ることが目的とされる。単

体が多くなれば、佐渡市トータルとしての底上げに繋がる。 

 

今後のスケジュールについて…別紙５ 

・8 月から 11 月にかけて計 4 回の委員会を開催し、事業計画を検討していく。 

・委員長、副委員長を中心とし、連携を図りながら調整をしていく。 

・委員会を開催することと並行して第二創業セミナーの開催にも委員会として

取り組む。 

 

その他（全体を通して） 
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・産業の衰退や人口の減少から、地域資源が埋もれてしまう可能性がある。阻

止するためにもこの委員と危機感をもって埋もれかけた地域資源を引き出

していきたい。 

次回検討 

事項 

  

 

 

 


